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授業の流れ 

導入 

(1H) 

情報モラルとは何か？ について学ぶ 

 絵を見ながら情報モラル違反を探す 

 情報モラルについて、「既に知っていること」を書く 

調査 

(1H) 

情報モラルに関係していそうな事件について調べる 

 それぞれの事件は5W1Hに沿って表にまとめる 

班編成と 

追加調査 

(2H) 

班を編成する（3人×10班） 

取り上げる題材を班ごとに決める 

スライドのテンプレートを示し、追加調査をさせる 

資料作成 

(2H) 

発表資料を作成させる 

発表 

(2H) 

他班の発表に対して、ABCで評価する（ルーブリックを示

まとめ 

(1H) 

振り返りを書かせる 

発表全体を通してのアンサーをする 

生徒作品＆授業プリント 

〇「情報モラル」という概念を教えるのが本単元一番の難関。 

 実教出版さんのイラストポスターを使って、「しちゃいけないことを 

 している人はいないかな？」というところから始めています。 

〇普段の生活や、小中学校で既習のことも多いので、「既に知っている 

 こと」を書かせます。これを調査の第一歩にしたり、最後の振り返り 

 で使ったり。 

→（参考文献）シンキングツールⓇ〜考えることを教えたい〜  

http://ks-lab.net/haruo/thinking_tool/ 

発表スライドは以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

Point1:取り上げる題材をできるだけ尊重し、方向性を示す 

  例） ゲス不倫→LINEの個人情報漏洩 

     座間９遺体事件→Twitterで知り合った人との出会い 

Point2:未然に防ぐ方法が多角的な視点から考えられるよう指導する 

④事件を解決する 

      方法 

 （起きた事件を 

   解決するには？） 

⑤事件を未然に 

    防ぐ方法 

 （そもそも事件が 

   おきないように 

      するには？） 

⑥まとめ 

①タイトル ②事件の概要 ③事件が起きた 

      原因 

課題 

● 導入部分、「情報モラルとは何か？」が難しい。 

生徒の大半の最初の検索キーワードは 

「情報モラル 事例」になっている。 

⇒ 「既に知っていること」から調べるよう指導。 

⇒ 生徒の身の回りで起きた事件や、テレビなどで見

たニュースなどにフォーカスさせるのはどうだろ

うか？ 

● 「事件を未然に防ぐ方法」の考えさせ方を工夫し

て、情報社会に参画する態度を育成できるようにし

たい。 

↓発表資料・授業プリント 

自分たちが興味がある事例を扱うことで、前向きに課題に取り組める！ 

同じ高校生が探してきた事例だから、他の班の発表の内容が生徒に刺さる！ 

アンケート ↓ 


